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【
投
稿
規
定
】

・
投
稿
資
格
は
、
基
本
的
に
大
学
（
修
士
相
当
以
上
）
で
美
術
史
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
か
、
美
術
館
・
博
物
館
も
し
く
は
そ
の
他
研
究
施

設
に
籍
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
者
と
す
る
。

・
投
稿
内
容
は
「
論
文
」
と
「
資
料
紹
介
」
を
主
と
し
、
日
本
の
近
世
美
術
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
文
化
に
関
す
る
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。
い
わ

ゆ
る
「
焼
き
直
し
」
や
「
サ
ラ
ミ
論
文
」
は
認
め
な
い
。

・
原
稿
量
に
つ
い
て
、「
論
文
」
は
本
文
を
8
0
0
0
字
（
4
0
0
字
詰
20
枚
）
以
上
と
し
、
特
に
上
限
を
設
け
な
い
。「
資
料
紹
介
」
は
内
容
に
応
じ
る

も
の
と
す
る
。

・
本
文
は
デ
ジ
タ
ル
原
稿
と
し
、
必
要
な
図
版
と
と
も
に
、
毎
年
八
月
末
日
ま
で
に
編
集
責
任
者
に
提
出
す
る
。

・
写
真
掲
載
に
関
し
て
は
、
執
筆
者
が
責
任
を
も
っ
て
許
認
可
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

・「
査
読
論
文
」
の
掲
載
可
否
は
、
査
読
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

・「
招
待
論
文
」
は
常
勤
職
と
し
て
３
年
以
上
、
ま
た
研
究
歴
が
10
年
以
上
あ
る
投
稿
者
に
限
定
し
、
編
集
責
任
者
が
査
読
を
行
い
、
下
記
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
た
も
の
に
関
し
て
掲
載
を
認
め
る
。

【
査
読
基
準
】

・
評
価
は
以
下
の
三
点
を
基
準
と
し
て
行
う
。

一

テ
ー
マ
選
び
の
妥
当
性 

→ 
有
用
性
（
意
義
）
と
新
規
性
の
充
足

a

有
用
性
（
意
義
）
→ 

真
理
探
究
の
精
神
に
基
づ
き
、
日
本
の
近
世
美
術
に
関
す
る
歴
史
観
の
構
築
に
寄
与
し
た
か
。

b

新
規
性 

→ 

学
術
研
究
の
蓄
積
に
対
し
、
新
た
に
得
ら
れ
た
内
容
は
あ
っ
た
か
（
以
下
の
い
ず
れ
か
を
求
め
る
。）

1

新
た
な
歴
史
観
の
提
示
（
既
存
の
評
価
と
異
な
る
視
点
や
解
釈
）

2

新
資
料
の
紹
介
と
歴
史
的
位
置
づ
け

3

既
知
資
料
の
新
解
釈

二

論
述
内
容
の
妥
当
性 

→ 

論
理
性
の
担
保

a

反
証
と
論
証
（
証
明
）
の
充
実

b

作
品
論
と
資
料
論
の
バ
ラ
ン
ス

三

論
述
形
式
の
妥
当
性 

→ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

a

章
立
て
（「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
を
含
む
）
の
適
切
さ

b

文
章
の
平
明
さ

c

本
文
と
註
の
バ
ラ
ン
ス

d

資
料
引
用
や
註
の
公
平
性

・
査
読
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
と
し
た
査
読
に
関
す
る
全
責
任
は
、
編
集
責
任
者
が
一
切
を
負
う
。

・
査
読
委
員
は
編
集
責
任
者
に
加
え
、
内
容
に
応
じ
た
外
部
の
専
門
家
二
名
に
委
嘱
す
る
。

・
掲
載
の
可
否
は
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
執
筆
者
に
伝
え
る
こ
と
と
し
、
掲
載
論
文
の
み
、
査
読
者
お
よ
び
掲
載
理
由
を
公
表
す
る
。

・
査
読
委
員
が
論
及
作
品
の
資
料
性
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
使
用
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
作
品
や
文
献
に
関
し
、
査
読
委
員
が
別
資
料
を
把
握
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
提
供
し
た
う
え
で
反
映
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

・
第
三
者
に
伝
え
る
た
め
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
体
や
専
門
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。



【
編
集
後
記
】

今
号
か
ら
新
た
に
【
招
待
論
文
】
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
黒
川

古
文
化
研
究
所
に
お
け
る
か
つ
て
の
同
僚
で
、
中
国
考
古
学
を
専
門
と
す
る
石
谷
慎
氏

か
ら
、
自
身
の
研
究
を
日
本
美
術
史
の
研
究
者
と
も
共
有
し
た
い
と
の
ご
好
意
で
寄
稿

い
た
だ
い
た
。
一
方
、
美
術
史
学
会
等
で
面
識
の
あ
っ
た
三
井
記
念
美
術
館
の
藤
原
幹

大
氏
か
ら
、
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
が
他
研
究
誌
の
字
数
制
限
内
に
収
ま
ら
な
い
と
の

こ
と
で
、
本
誌
投
稿
の
ご
相
談
を
受
け
た
。
と
も
に
す
で
に
研
究
者
と
し
て
の
実
績
が

あ
る
方
で
、
初
学
者
と
同
様
に
三
名
の
査
読
を
経
る
必
要
も
な
か
ろ
う
と
思
う
一
方
、

そ
の
ま
ま
受
け
付
け
て
掲
載
す
る
の
は
本
誌
の
主
旨
に
反
し
、
こ
れ
を
前
例
と
す
れ
ば

今
後
の
レ
ベ
ル
維
持
も
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
編
集
責
任
者

が
ま
ず
は
査
読
を
行
い
、
本
誌
の
意
向
に
沿
う
か
た
ち
で
二
〜
三
度
ほ
ど
修
正
や
訂
正

を
重
ね
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、「
招
待
」
と
し
て
の
体
裁
で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

適
切
な
査
読
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
読
者
の
判
断
に
委
ね
た
い
と
思
う
。

石
谷
氏
の
論
考
は
、
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
「
蓬
莱
紋(

図
・
文
様)

」
に
つ
い

て
の
変
遷
を
追
跡
す
る
内
容
で
あ
る
。
特
に
「
鼇
」
や
「
霊
亀
」
な
ど
、
我
々
が
一
般

的
に
亀
と
認
識
し
て
い
る
表
現
に
つ
い
て
、
鏡
を
中
心
と
し
た
作
品
と
文
献
資
料
を
分

析
し
、
中
国
の
古
代
か
ら
日
本
の
中
近
世
に
至
る
流
れ
を
論
述
す
る
。
江
戸
時
代
の
作

品
を
研
究
す
る
場
合
で
も
、
画
題
の
起
源
が
中
国
に
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
淵
源
を

辿
っ
て
歴
史
的
変
遷
を
把
握
す
る
の
が
あ
る
べ
き
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
来

で
あ
れ
ば
美
術
史
研
究
者
が
行
な
う
必
要
の
あ
る
課
題
を
、
中
国
考
古
学
の
立
場
か
ら

提
示
し
て
も
ら
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
ト
ン
ネ
ル
」
は
両
側
か
ら
掘
り
進
め
て

開
通
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
我
々
に
ボ
ー
ル
が
預
け
ら
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

藤
原
氏
と
中
村
氏
に
よ
る
論
考
は
、
谷
文
晁
に
よ
る
「
対
嶽
楼
宴
集
当
日
真
景
図
」
を

足
が
か
り
と
し
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
両
視
点
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
文
人
の
交
流

を
論
じ
る
内
容
で
あ
る
。
外
来
語
の
「
サ
ロ
ン
」
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
東
洋
特
有
の

交
流
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
り
、
多
様
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
雅
集
」
の
状
況
を

ひ
と
つ
の
論
考
に
ま
と
め
た
。情
報
量
は
多
い
も
の
の
、藤
原
氏
と
中
村
氏
の
分
担
に
よ
っ

て
章
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
思
い
の
ほ
か
読
み
や
す
い
。
か
つ
て
本
図
に
つ

い
て
「
も
の
珍
し
そ
う
に
富
士
山
を
眺
め
る
の
が
茶
山
で
あ
ろ
う
」
と
、
軽
々
に
書
い

て
し
ま
っ
た
誤
り
も
正
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
交
流
は
画
家
の
み
に
終

始
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
漢
学
者
や
僧
侶
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

彼
ら
が
残
し
た
漢
詩
文
集
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
読
み
こ
な
す
た
め
に

も
漢
文
に
対
す
る
素
養
が
必
要
と
な
る
。デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
検
索
の
発
達
に
よ
り
、

以
前
よ
り
も
は
る
か
に
情
報
収
集
は
容
易
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
そ
れ
ら
の
情
報
を
結

び
合
わ
せ
、
正
し
い
文
脈
で
解
釈
す
る
た
め
に
は
い
っ
そ
う
の
深
い
教
養
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
は
そ
れ
ら
の
文
化
を
生
み
出
し
た
人
々
の
精
神
を
わ
し
づ

か
み
に
す
る
よ
う
な
、
人
間
そ
の
も
の
に
通
底
で
き
る
能
力
が
美
術
史
研
究
者
に
も
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
先
鞭
を
つ
け
る
内
容
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
査
読
論
文
で
あ
る
八
島
伸
氏
の
論
考
は
、
奇
し
く
も
石
谷
氏
が
対
象
と
し
た

霊
亀
に
関
す
る
「
河
図
洛
書
」
を
主
題
と
し
、
日
本
の
近
世
側
か
ら
提
示
す
る
内
容
と

な
っ
た
。
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
掲
載
し
た
査
読
総
評
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
執
筆
者
略
歴
】

藤
原

幹
大
（
ふ
じ
わ
ら
・
か
ん
た
）

一
九
九
〇
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
二
〇
二
〇
年
九
月
、
名

古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
（
美
学

美
術
史
学
）
満
期
退
学
。
二
〇
二
〇
年
六
月
よ
り
、
三
井
記

念
美
術
館
学
芸
員
と
し
て
勤
務
。

論
文
に
「
長
沢
芦
雪
「
西
園
雅
集
図
」
に
つ
い
て
―
画

題
の
文
学
的
典
拠
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
美
術
史
』
第

一
八
六
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

中
村

真
菜
美
（
な
か
む
ら
・
ま
な
み
）

一
九
九
二
年
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
生
ま
れ
。
二
〇
一
九

年
三
月
、
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
（
文
化
表
現

論
、
日
本
・
東
洋
美
術
史
専
攻
）
修
了
。
二
〇
一
九
年
四
月

～
二
〇
二
〇
年
三
月
、
大
田
区
文
化
財
担
当
と
し
て
勤
務
。

二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
と

し
て
勤
務
。

論
文
に
「
谷
文
晁
筆
「
東
海
道
勝
景
」（
永
青
文
庫
蔵
）

の
制
作
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
第
一
八
五
号
、
二
〇
一
八

年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。

石
谷

慎
（
い
し
た
に
・
ま
こ
と
）

一
九
八
八
年
、
岐
阜
県
関
市
出
身
。
二
〇
一
七
年
三
月
、

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
研
究
指
導
認
定
退
学
。
二
〇
二
一
年
一
月
、
同
大
学
院

文
学
博
士
を
取
得
。
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
二
二
年
ま
で
公

益
財
団
法
人
黒
川
古
文
化
研
究
所
に
研
究
員
と
し
て
勤
務
。

二
〇
二
二
年
よ
り
京
都
府
立
大
学
文
学
部
共
同
研
究
員
。

著
書
に
『
秦
漢
遺
宝 

―
器
物
に
込
め
た
願
い
』（
黒
川
古

文
化
研
究
所
研
究
図
録
シ
リ
ー
ズ
６
、二
〇
一
九
年
）、
論
文

に
「
中
国
古
銅
器
の
蒐
集
と
倣
古
・
偽
古
」（『
洛
北
史
学
』

第
二
十
五
号
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

八
島

伸
（
や
し
ま
・
し
ん
）

二
〇
〇
一
年
、
宮
城
県
丸
森
町
生
ま
れ
。
二
〇
二
三
年
三

月
、
東
北
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
卒
業
。
同
年
四
月
、

東
北
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
総
合
人
間
学
専
攻
（
東

洋
・
日
本
美
術
史
専
攻
）
博
士
課
程
前
期
に
入
学
。

杉
本

欣
久
（
す
ぎ
も
と
・
よ
し
ひ
さ
）

一
九
七
三
年
、
京
都
市
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
三
月
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
芸
術
学
（
美
術
史
）
専

攻
修
士
課
程
修
了
。
同
年
四
月
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
黒

川
古
文
化
研
究
所
に
勤
務
。
二
〇
〇
九
年
三
月
、
早
稲
田

大
学
に
て
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
。
二
〇
一
八
年

四
月
よ
り
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
准
教
授
と

し
て
日
本
近
世
絵
画
史
を
研
究
。
著
書
に
『
鑑
定
学
へ
の

招
待
―
「
偽
」
の
実
態
と
「
観
察
」
に
よ
る
判
別
』（
中
央

公
論
美
術
出
版

二
〇
二
三
年
）
ほ
か
。

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
十
二
月
二
十
五
日

発

行

一
般
財
団
法
人 

北
島
古
美
術
研
究
所

京
都
市
上
京
区
石
薬
師
町
六
八
九
―
八

編
集
責
任

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

准
教
授

杉
本
欣
久

〒
九
八
〇
―
八
五
七
六

仙
台
市
青
葉
区
川
内
二
七
―
一

電

話

〇
二
二
―
七
九
五
―
六
〇
六
八
（
直
通
）

印

刷

株
式
会
社 

東
誠
社

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
西
町
一
―
五
五

仙
台
総
合
印
刷
団
地

電

話

〇
二
二
―
二
八
七
―
三
三
五
一

日
本
近
世
美
術
研
究

第
六
号




